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表 分析対象となるKiKF･net観測点の諸元（防災科学技術研究所公表資料より整理）5.1.1

凸

一
。
今

5.3

No． 識則点名

ｴｰ

点名 観蝿点ｺーﾄ゙ 都道府県 北緯 東経
聯
い

1 大樹 TAIKI mq{08.,北海道 4嫁29’5〃 1“。g23〃 360 100

2 岩劣 I IMZUM wmO3
Ｉ
■
〃

＆
厚
■

bq■
~

ｂ
《
↓ 3ず47'58〃 141.39’20

け

310 100

3 川井北 …、汎 恥117 岩手 3鯵38’29” 141.36'5〃 3侭 1”

4 唐桑 》
一 宮城 38.55'，8〃 141°38ダ魂” 50 117

5 東和 TOUM MYGHO4 宮城 3『4『 59
〃

141°19'“〃 35 1”

6 志
‐●■

9giZIIcW MYCH1Z 宮城 3駅38ダ19
〃 1劃｡26’釘” 18 1咽

7 河北 KAHcKU MYGH11 宮城 38.30’釘
〃
141o20"“〃 5 釦7

8
』 都路 皿恥K叩 M(SH19 福島 37｡232"． 14『鍋’34〃 510 100

9 楢技咳 HINOEM細溢 FKSHO7 福島 37°0’26〃 13ぴ22’441 974 200_

10 成田 瑚随恥 CHBH13 千葉 3序49タ39
”

1W18'5" 12 1300

u 旭 ASAHI AICHo7 愛知 3序1258グ 137°2“25〃 621 201

12 山東 鍋町0 HYGHI1 兵庫 3『17’22〃 通騨~“35〃 180 2卯

13 新宮 SHINGUU HYGHI2 兵庫 3鰈55'41〃
凸

13f32'狸〃
Fアー

70 1”

14 夢前 YUMEAE HYGHD7 兵庫 3ザ1"40" 13蟹"釦'.25
〃
166 l”

15 波捜 地“ HYGH"
■4

兵庫 3512J･58" 13f31'35" 3” 100

16 上郡 KAMIGOORI WGHO6 兵庫 3f..5y郷〃 134P19P521 80
ー｡

1伽

17 伯太 IMKUm sMNHo1 島根 3序17〃35〃， 133°15J47
〃
1” 皿1

18 匹見 HIKIMI SMNHO9
■凸●

島根 3鞍3‘9〃 13rO'53" 260 200

19 神辺 WNABE IEHO5 広島 3鰕窃JI2" 13ず25114〃 20 200

20 神石 JINSEKI
■T申●

MH11 広島 3碑49'9〃 133.10'12
”
5” 100

21 広島 WH12
1■r旬早｡■庁 広島 3蟹3“40

〃

13厳25〃55〃
｡。

360 150

22 玉野 噸M州0 0IWIm1 岡山 3盤.30ダ13
〃
133｡~53P35

〃
10 201

23 防府 HoUFU YMGHO1 u繭 3鯉2′妬〃 131P33511 35 200

24 美東 Mn､OU YMGH12 山口 3"12'51" .13IP21'44" l釦 1昭

25 安岐 Am α,TH03 大分 33｡28’13〃 13r41'171. 35． 400



5．1．2地震記録の収集及び整理

（1）地震記録の収集

以下の条件の地震記録を収集した。

・収集期間：2006年1月1日～2006年12月31日

・収集対象地震:原子力安全基盤機撫(2005)がはぎ取り解析用地盤ﾓデﾙを策定している

25観測点からの､震央距離200km程度以内で発生したﾏグﾆﾁｭー 側
‘-.,：.．.．

5以上の地震を対象とした。

（2）地震諸元の修正

KiKFnetで公開されている観測地震の諸元は気象庁震源速報によるものであるため、その後

に発表されるより精度の高い震源情報を入手し、地震発生時、震央位置名、健源位置（緯度・

経度、震源深さ)、マグニチュードを最新の震源情報の内容に修正した。

気象庁発表の震源情報には､精度の高い順にA;地鮭･火山月報（カタログ繍、B;地震・

火山月報(防災編)、Cg震源速報の3種類があり適宜更新されている｡地震･火山月報(カタ

ログ編）は地震･火山月報（防災編）の修正版であり、震源情報の最終確定値である。ここで

は､地震・火山月報（カタログ編）から2006年1月～2006年4月末までの情報を用し､た。ま

た、2006年5月～2006年11月末までは地震・火山月報（防災編）を用いて霞源情報を修正し

た｡2006年12月については鰄報(2007年1月時点）となっている。

（3）地震ごとの整理番号の付与

表5.1.2に分析対象となった地震の諸元を示す｡同表には、収集された地震に整理番号（地

震番尉を地窪発生日時順に付記したが､地震動特性の分析に用いる地震は全国で延べ'9地震

となった。これらの地震の中には､被害珊蕊となった2005年の宮城県沖地震側7.2）の余震と

いった剃震が含まれている。

図5.1.2には分析対象となった19蝿震の展央位置を示すも

(4)KiKf-net観測点ごとの地震諸元の整理

表5.1.3にKiKFnet観測点毎の地震の諸元を示塊同表には､(2)項で修正した震源位置を用

いて計算した震央鍾雛･震源距離及び方位角を付記してある。なお、方位角は霞央から観測点

5.4
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へ向かう直線が真北となす角度であり、時計回りに測っている(0。≦0<360｡)。

当初、分析対象となるKiZnet観測点は25観測点であったがも(3)項で収集された地霞に係

る観測点は延ぺ14観測点となった。分析対象となる観測記録は53記録である。

(5)KiK-net観測点毎の地震の震央位置の図化

図5.1.3～図5.1.9に観測点の位置及び各観測点での分析対象地震の震央位置を示すb各図

には､KiK-net観測点を中心に霞央位置をプロットしており､観測点から半径10m画及び200hn

の同心円を付記した。

‐

｡

表5.1.2分析対象となった地震の諸元(2006.1.1～2006.12.31、 M≧5.0）

◇
●

謡畷

5．5

地麗番号
鐸／

生日時
時分 動

口
》

ﾏｸ，ﾆヱｰ

(M)

霞 源；‐

北緯 東経I:藻却､）
ｶﾀﾛｸ゙
区分

1 2006/1/1823溺:26 福島県沖 5.7 37.47’59
〃

1狸。12’0ダ 35M A

2 2006”12035:53 千葉県北西部 5．1 35.45′鋤？ 140｡0"139. 1m二02 A

3 2006/2/31337:35 茨城県沖 5.9 3『12'53”
‐G七●I‐

141036840a 62bO8 A

4

Cｰ■■

2006〃ね1441:37 茨城県沖
4L●

5.0 3『13'13
〃
141．3ざ50〃 6263

■一■や

A

5 2006〃縄1510:“ 茨城県沖 5.3 3『13'46
〃

－－O一
.141P36'44" 63.29 A

6 2006/3/127:0駄製 岩手県沖 5.0 4『6’56〃 皿琢”〃17〃 34.95 A

7 2006/3/1313:06:09 茨城県沖 51 3『3’23”
■0■凸酌③字■

141°妬'56〃 59.00 A

8 2006/3"711:50:26 日向簾 55 3野3げげ 13琴9’25〃 34.76 A

9 200鄙蛇12:50:40 伊豆半島東方沖 58 3鞭5ぎ”〃 13邸11'45”
6

7.11 A

10 2006/”18:2坐31 伊豆半島東方沖 ､51 灘5弓0〃 13戯19’48〃 15 B

11 2006/6/125:01:25 大分県西部 62 3駅30〃 131p2g24"" 1錨 B

12 2006/"1828弧3 宮城県沖 5.3 3呼28〃6〃 14沙呼18夕 ●
神
40 B

13 ”06/7/6208:釦． 岩手県沌 5.4 4r9'0” 1垂2副482 36 B

14 200〃9/7306:31 千葉県東方沖 5.1 3ず35タ2聾 14r3'24g 38 B

15 2006/9"6703:48 伊予溌 5.3 3駅30’18〃 131P5yO" 70 B

16 ”06/1Ⅳ2207g24 三膣沖 5.2 3ぽ3ヅ54〃 14藤49′塁け 56 B

17 "06/1"11858:咽 福島県沸… 6.0 37｡ll'3W 143Pr"' 50 B

18 2006/1"14638:呪 …県園采評 5.1 3壁53'36
”
皿r1感12” “ B

19 200W1"623:0生鋤 釧路沖 5.0 ぜl響12丘 14鞍5"42〃 30 C
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表5.1.3(1)Kifnet観測点毎の地震（分析対象となる観測記録）の諸元

地顧発生日時
時分秒）

蕊蕊
い
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表5.1.3(2)KiKFnet観測点毎の地鯉（分析対象となる観測記録）の諸元

鋤垂露隼日時
拝/月ノ日時分秒）
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5．1．3信頼振動数範囲の算出

5.1.2章に記載した14観測点で観測された53記録について､pre-event区間（ノイズ部分）と

event区間帽号部分）のフーリエスペクトル振幅からS伽比を計算し、S頗比が3以上の摂動数

範囲を求めた｡信頼擬動数範囲あ蕊出フローを図5.1.iOに示息す｡ゞ

（1）観測記録の選定，

14観測点で観測された53記録の時刻歴波形を描き､ノイズ部分が10秒程度以上ある記録のう

ち34記録を最終的に選定した｡これにより、分析対象となるKiKFnet観測点は12観測点僧泉、

川井北、唐桑、東和、志潮II、河北、都路、成田、匹見、防府、美東、安蜘となった。

（2）観測記録の座標変換(R罰変捌

信頼振動数範囲の算出にあたっては、5.1.2章で求めた方位角を用いて事前に観測記録波形の

座標変換を行い、水平成分に関してはR罠T変換(R:震央方向(Radial成分)、T:震央直交方向

(hansverse成分);以降ではそれぞれR成分及びT成分と呼ぶ）を行った観測記録を用いた。

このとき地中の観測記録に対しては､(財)原子力発電技術概構における平成13年度の成果報告書

『平成13年度原子力発電立地調査に関する報告書(その1）地霞波伝ぱ特性評価法調査｣、及び

平成14年度の成果報告書「平成14年度原子力発電立地調査に関する報告書(その1）地震波伝

ぱ特性評価法緬査」で求められた埋殺方位誤差に関する方位補正も併せて行った。各観測点の方

位ずれ角の推定値一覧を各々 の報告書から抜粋して表5..1.4に示す。同表では、地表地震計を正

（基潤とした場合の地中地震計水平成分のセンサーの方位ずれ角を、時計回りを正（＋）とし

て表現している。

図5.1.''に座標変換の説明図を示すb座標変換における回転角βは下記の通りである。

・地表地霞計の場合：（回転角）＝（方位角）．

・地中地震計の場合：（回転角）＝（方位角）一（設置方位震差）

(3)/N比の算出方法

分析対象の34記侭は､観測点ごとにpre-eventの区閲長が10秒程度以上確保できることを原

則として選定されたものである｡S/N比の計算は､5.2章ではぎ取り解析を行う地表及び地中観測

波のそれぞれT成分について行い、単位時間長あたりのフーリエスペクトル振幅の比として次式

5.16

つ
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ー
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を用いて評価した。

伽
一
た

■

｜
剛

ｊｆ
ゞ
く恥

一
一

。
』比・畑Ｓく

:event区間のフーリエスペクトル振輻(Gal･s)

:pre-event区間のフーリエスペクトル振幅(Gal･s)

:eVent区間の時間長(s)

:pre-eVent区間の時間長(s)

ここに、Fs(f)

Fn(f)

Ts

、

や

pre-eVent区間の時間長Tnは､当該区間の加速度振幅値(ノイズレベル)を考慮して原則0.05gal

以上の振幅値をもってevent区間が始まるものと見なして自動的に算出した。また、eVent区間

の時間長Tsについては、全波形時間長からme-eVent区間の時間長Tnを差し引くことにより求

めた｡

（4）信頼振動数範囲の算出結果

表5.1.5にS刎比≧3となる信頼振動数範囲の一覧を示すもまた、図5.1.12にはS/N比の検討

結果の一例として､河北観測点GIYmlll)における地表T成分の結果を記載した。なお､全34

記録におけるs州比の検討結果については、一式を巻末資料として記載してある。

同表に示したように、信頼振動数範囲の算出は0.1～60HZまでの振動数範囲で行っているが、

一方､KiKFnet観測点における地震計の周波数特性がDC～3Mzであることから、短周期側の信頼

限界振動数(上限振動鋤は上限で30Hzと判断すべきと考えられ､その取り扱いに留意する必要

がある｡このような観点から､信羅謹謹雌謁篭囲の算出で上限振動数が3Hzを上回るものについて

は同表において算出値をそのまま記戦したものの､最終的に判断される上限振動数は30Hzである

ことを括弧書きで追記することとした。
旬

今
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開始

観測記録の選定

観測記録の時劉歴波形の剛上
<趣塞地中の(Ns,Ew,uD)成分＞

方位角､方位ずれ角

胃~~ﾌｨズ部分がー～

0秒程度以上あるか？上あるか？
一一

Yeg

座標変換

→(R,T,UD)成分、

勗位ずれ補正＞

観測記録の座標変換

<(NS,EW,UD)成分→(R,T,UD)成分、
地中観測記録の方位ずれ補正＞

霞波)の波形切り出し
贈正＞

ﾉｲス部分､信号部分(地霞波)の波形切り出し
く零基識溌正＞

爾者のフーリエｽぺｸﾄﾙ比(S/N比)の算定
<P園ｴzenヴｲﾝドｳO.顕zによる平稲化＞

ソ肱比(S/N比)の算定

・顕zによる平滑化＞

数艇囲の算出

辰動数の決定＞

S／N比≧3の振動数艇囲の算出
③‐の一心0.＝司一③｡。●■■

<下限振動数､上限振動数の決定＞

図5.1.10儲質掴助鞠施囲の算出フロー
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表5.1.4地中地震計方位ずれ角の推定値一覧

((鮒原子力発電技術機構平成13年度及び平成14年度の成果報告書から抜綱

口

←

少

×---毎P-.,...ﾛ“
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零|=|蕊
2:TB

図5.1.11聯換侭PT変換）の説明図
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No. 麺壷I占柔 観測点名 観測点｡-1,、 都道府県

C

地中地震計方位

2． 岩泉 1噸唾UMI 1W1.HUJ ..岩手 t0.2

3 川井北 MUqI猟
④｡ｳ

IW頭17 岩手 3.1

4 唐桑 KARAKUM MYGHO3 宮城 6､3

5 東和 TDUM MYGHO4 宮城 2.7

6 志溺11 SHIZUGM 班α112 宮城 -5．8
－U子

7 河北 mHOIqj MWHll 宮城 -8.1

8 都路 M1YAKql MSHI9 福島 -5.8

9 桧枝岐 InNOE泌【猟 F晒Im7 福島
ゲ

－9．5

10 成田 CHBH13 千蕊 0.0

18 匹見 HIKIMI SMNH" 島根=… ．．=147,0

23 防府 HOUFU YMGHOl 山口
己ロー亀P｡~今

5.1
●画”‐‐｡

24 美東 MITOU YMGH12 山口 3.1

25 安岐 噸 Omm3 大分 デ0．8
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5．1．4時刻歴加速度波形及び応答スペクトル図の作成

12観測点において､2006年1月～2006年12月末までに観測された全記録の中から各々 の観測

点で信頼性の高い計34記録を週定して､時刻歴加速度波形及び応答スペクトル図を作成した｡図

5.1.13には時刻歴加速度波形及び応答スペクトル図の作成の一例として、河ｵ噸測点佃YMI11)

における結果を記戦した。なお､全34記録における結果については､一式を巻末資料として記載

してある。

同図において、時刻歴加速度波形の並びは上から順に地表R成分、地表T成分、地中R成分、

地中T成分としており、これらの波形に対する応答スペクトル（蝋衰の擬似速度応答スペクト

ル）を得ている。

表5.1.6には各成分における時刻歴加速度波形の最大加速度の一覧を示すb
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表5.1.6各成分における時刻歴加速度波形の最大加速度の一覧
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5．2地震基盤及び解放基盤における地震動の算出

原子力安全基盤磯構(2005)がはぎ取り解祈用に策定している最適弛盤ﾓデﾙを用いて、一次

元波動識に基づく解析により地震基盤及び解放基盤相当位置におけるはぎ取り解析を行った。

5.2章における検討内容は、下記の3項目である。

・最適地盤モデルの整理（5.2.1潮

、はぎ取り解析の結果(5.2.2章）

、設計用標準恵答スペクトルの適用性検討(5.2.3章）

5．2．1尉薗對職モデルの蝿

5-1章で最終的に分析対象となった12観測点について､これまで原子力安全霞塞雛露が策定し

ている最適蝋モデル(原子力安全漫避機構,2005）を表5.2.1に示す。同表には｢弛露基鯉面

深度｣及び鴫翰鯉菖塵面深度」を記載しているが､解放職面深度についてはS波速度(Vs)が

700～1500Wsec相当となる基盤面として定めたものである順子力安全遅溌織構,2006)。

‐なお、同表中の「hO」及び「α』は周波数依存型の減衰定数b(f)=hofαによるパラメータであ

る。
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はぎ取り解析用最適地盤モデルの一覧（1）表5.2.1(1)
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｡
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表5.2.1②はぎ取り解析用最適地盤モデルの一覧（2）へ

今
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騨測頂
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はぎ取り解析用最適地盤モデルの一覧（3）5.2.1.(3)表
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表5.2.1④はぎ取り解析用最適地盤モデルの一覧（4）
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5．2．2はぎ取り解析の結果

地腰基盤及び解戴基盤における蝿震動を算出するため、それぞれの基盤面においてはぎ取

り解析を行った。．__－－－－ﾃー 瀞ー_一-一一=－．－論一言亭一手一一壱一＝､感?””蕊．.‐…‐

図5.2.1に示したように、はぎ取り解析は表層地盤の影瀞を解析的に除去して､基盤面におけ

る地霞動（はぎ取り波）を評価するものである。はぎ取り波形の算出にあたっては、5.1.4章の

地表観測波(地表T成分)を用いて5.2.1章の最適化地盤ﾓデﾙによるはぎ取り解析を実施した。

●

(昌識蝿勵（仮想地盤）

地表面

上部観測波形

F1b)
最表層
はぎとり波形F2｡)

叩w恥一
｜"…富ゞ

■■

穂薊員

《
塾盤面入射波形に対する
仮想地表面の応答波形の推定

F2(mHJ2(m)Eo(｡)

鶚恥）
ノWwv,’--一

難入射波形Eo｡)

図5.2.1はぎ取り解折の概念図(最表層はぎ取りの例）
‐
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＝

｡

●

‐

図5.2.2には､はぎ取り解析結果の一例として河北観測点側YGH11)における結果を記載した。

なお、全34記録における結果については、一式を巻末資料として記載してある。

同図において､時刻画ﾛ速度波形の並びは上から順に地表観測波(GL-0mObs.)､解放基盤はぎ

取り波(Gし10mCal.)、地震基盤はぎ取り波(GIr-5mCal.)、地中観測波(GIZO7mObs.)とし

ており、これらの波形に対する応答スペクトル（説減衰の擬似速度応答スペクトル）を算出して

いる。これらは何れもT成分による結果である。

観測点や地震により差異の程度は異なるが、地震基盤及び解放基盤におけるはぎ取り波は、お

よそ周期0.2secより短周期域を除けばほぼ同様の応答スペクトル形状を呈している。周期0．02

~O.2SeC程度の短周期域において､解放基盤はぎ取り波の方が地震基盤のそれより応答スペクト

ル値がやや高くなっており、地震基盤面~解放基盤面間の伝達特性(伝ぱ特性）が影響している

ことが推測される。

ここで､全34記録における地震基盤はぎ取り波及び解放基盤はぎ取り波の最大加速度の一覧を

表5.2.2に示すとともに､図5.2.3には両者の関係を見たクロスプロツト図(平成17年度データ

幅子力安全基潔機構,200Dを併記）を示す。両はぎ取り波の最大加速度の関係を概観する限

り、地震の種類､マグニチュード､観測地点や基盤深度等の違いに依らず、地震基盤はぎ取り波

は解放基鯉のそれより最大加速度が0.8倍程度を呈していることが示される。先の応答スペクト

ノl結果から寸両基盤での最大加速度の違いは周期O.02～0.2sec程度の短周期成分の違いに依って

いることが推測される。
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表5.2.2 地震基雛及ひ癖鯉におけるはぎ取り波の最大加速度の一覧

地震発生日時
拝/月/日時分勃
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523設計用標準応答スペクトルの適用性検討

ここでは、設計用標準応答スペクトルの適用性検討の一環として、52．2章において地震基盤

及び解放基盤相当位置でのはぎ取り解析を行った結果と、新しい設計用標準応答スペクトルとし

て提案されている「耐専スペクトル」との比較を行った。

耐専スペクトルは、社団法人日本電気協会が平成6年度より審議を重ねてきた新しい地震動評

価法であり、マグニチュード(M)5.5以上、震源深さ60km以浅の地震を対象として、震源距離

200km以内における岩盤の地震動スペクトルを1つの評価式で表現することを目的に策定されて

いる。今回、耐専スペクトルの策定の基となった電力共通研究（電共研）データセット（1980～

1991年観測、44地震、水平214成分（記録)、上下107成分（記録)）とは全く異なったデータセ

ットを用いて、KiK-net観測点における地震基盤及び解放基盤相当位置でのはぎ取り解析を行っ

た結果に基づき同様の比較検討を行い、より信頼性の高い設計用標準応答スペクトルの評価法と

しての位置付けを確認することとした。

図5．2．4にば､はぎ取り解析結果と耐専スペクトルとの比較の一例として､河北観測点(MYGH11)

における結果を記載した。同図には、解放基盤はぎ取り波(GL-10mCal.)、地震基盤はぎ取り波

(G1r-50mCal_)、耐專スペクI､ル（解放基盤）及び耐専スペクトル（地渡基盤）が記載されてい

る。なお、表52．3に示した通り、ここでは5.2.2章で行ったはぎ取り解析結果のうちマグニチ

ュード(M)5_5以上、震央距離200km程度以内、震源深さ60km程度以浅の地震観測記録を用い

ており4分折対象はこれまでの12観測点34記録から7観測点8記録となっている。全8記録に

おける比較結果については、一式を巻末資料として記減した。

次に、これら8記録について全てのデータを統合して、耐専スペクトルとのスペクトル比を重

ね書きしたもの及びその平均と平均±標準偏差（1ぴ）を示したものを図5．2．5及び図5.2.6に示

す。図5.2.5及び図5.2.6は、はぎ取り解析結果と地震基盤及び解放基溌における耐専スペクト

ルとのスペクトル比である。各観測点における地震基盤及び解放基盤でのS波速度(Vs)は前出

の表5．2－1の通りであるが、図5．2．5及び図5．2．6においてデータ統合されたS波速度は地震基

盤でVs=2210～3350m/sec、解放基盤でVs=850～1540m/secとなっている。

これらによると、各スペクトル比は全体としてのばらつきは大きく周期帯によっては0.2～4

倍程度となっている。このように個別でのばらつきは大きいものの、一方で平均化したものにつ

いては設計用漂準応答スペクトルに対しての乖離は全周期帯で非常に小さい。ここで図5.2.7及

び図5．2.8には､今回の記録(平成18年度記録）と平成17年度記録(原子力安全基盤機構,2006)
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とを合わせて、耐専スペクトルとのスペクトル比を取ったものを示したが、はぎ取り解析結果と

耐専スペクトルとの平均スペクトル比においては、特に図5．2．7の地震基盤において全周期帯で

ほぼ1となっており、地震基盤における平均的な地震動評価法としての耐専スペクトルの妥当性

を見ることができる。一方、図5.2‘8の解放基雛における耐専スペクトルとの平均スペクトル比

については、地震基盤のそれに比べて周期0.5sec程度より長周刻域でやや乖離する傾向にある。

このことは、耐専スペクトルの策定がVs=2.2km/secの地震基盤（電共研地震観測網・小玉川地点

を基準）での応答スペクトルをマグニチュード(M)及び等価震源距離(Xeq)より求めた上で、

解放基盤表面での硬さ(Vp、Vs)に応じて岩盤の増幅率を乗じて算出する2段階の算定方法を取

っており、解放基盤での算出においては地震基盤のそれより任意性，不確定性を含むことが推測

される。

今回、新しい設計用標準応答スペクトルとして提案されている耐専スペクトルの適用性につい

て検討を行い､地震基盤における平均的な地震動評価法としてその妥当性を示す結果が得られた。

本検討結果を見る限り、耐専スペクトルは地震基盤面での平均応答スペクトルを良好に表してい

るといえ、耐専スペクトルが策定の基となった電共研データ．と全く別のデータセットでの検証が

されたことば意義ある成果と考えられる。なお、解放基盤における耐専スペクトルの適用性につ

いては、周期0.5sec程度より長周期域においてその扱い（評価）に留意する必要がある。

5.42



ふず ､ (11言0.05）
10 ｊ

ｊ
配
記
印
』

．
‐
Ｅ
記

酎
圃
州
剛

爪
献
り
り

Ｒ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ヘ
ヘ

ー
５
ス
ス

叱
唾
癖
榊

一
一
一
一

’
。

~

司

勤-｝

萱01

¥
3

－

I

9●4･甲1
1

● イ1
．：‐、言

やI．●
5 ごーー炉一二＝L4q－ －

１１
９１

1

2 』↑■凸一一一一一●一Ｇ－一や ｰ ≠－

、
１
１

I ！

I ●■■－0－コ－■＝一一

I！
■

い

ー

玲半一一二0．5 ー一色一写一一

！

0．2

速

度0．1

(cm/s)
0．05

_t－IL蕊墓互毫
l
q

I
U■■－し匿一ゅ▲一

●

J｜‘クーー

4J

h

l

診〃
悪

’
０
６
９
０
．
０
《
一
口
。
４
４
－

●

一
■
一

●
ｇ
一

一つや

一
ｊ
２

●

、
◆
■
Ｌ
ｌ
ｌ
ｏ
６
８
１
１
Ⅱ
１
９
６
９
０
９

一
一
一
」
■
凸
且
■
９
－
５
１
■
０
日
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｖ

ｏ
■
８
０
８
１
Ｐ
申
０
日
８
７
，
０

I

l
Q

p

．．．｜
金

一章G－－－

le

4
0

●

－

0

1

1

－●＝－

1●、
一一や‐a●一

‐

●

．

？ ．

＝■一

0.02

’

0.0】

0

鶏
．I

0.005

１
１
一

一 EB:解放基盤

SB:地震基盤

0－0【12 ｜
，
０

一一一pqF＝今一

｡ ：
『

1
1．

I

緑1
1
巾乃L【).00】

0凸0【‘0．020．050．10．20．5

周期(sec)

510
ヅ
ー

図5.2.4河北観測点(MYGH11)はぎ取り解析結果と耐専スペクトルとの比較

く地震番号1＞2006.1.18福島県沖(M5.7)

（耐専スペクトルBM5.7、Xeq=115km、Vs=1.5km/sec(EB)、2.2km/Sec(SB))

5．43



｡

表5.2.3設計用標準応答スペクトルの適用性検討に用いた8記録の一覧・

’棚≧5.5,A≦20km程度、H≦60k画程度）e

ル

ー
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